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朗
詠
注
と
太
子
伝
に
お
け
る

は
じ
め
に

「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」

中

i
 
l
 

E

，，r
 

真

言軍
弓

中
世
に
は
数
多
く
の
注
釈
書
が
作
ら
れ
た
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
注
釈
書
（
以
下
、
朗
詠
注
）
や
『
聖
徳
太
子
伝
暦
」
を
対
象
と
し
た

注
釈
書
（
以
下
、
太
子
伝
｝
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
中
世
に
喧
伝
さ
れ
た
言
説
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
中
に
は
、
嵯
峨
清
涼
寺
本
尊
の
縁
起
と
し
て
知
ら
れ
る
釈
迦
栴
檀
像
諌
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」

｛

1）
 

と
し
て
も
語
ら
れ
る
も
の
で
、
中
世
に
お
い
て
は
栴
檀
像
の
そ
の
性
質
が
「
二
伝
」
と
い
う
語
葉
で
表
現
さ
一
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
太
子
伝
に
お
い
て
は
、
別
の
釈
迦
像
に
対
し
て
「
二
伝
」
と
表
し
、
新
た
に
「
仏
法
最
初
」
と
し
て
仏
法
史
上
に
住
置
づ
け

よ
う
と
す
る
記
述
が
見
え
る
。
本
稿
で
は
、
中
世
の
注
釈
書
の
中
で
様
々
な
言
説
が
交
錯
し
、
あ
る
い
は
融
合
し
て
、
新
た
な
言
説
が

生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
一
つ
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
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太
子
八
歳
条
と
「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」

『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
（
以
下
、
『
伝
暦
』
）
太
子
八
歳
条
に
は
、
敏
達
天
皇
八
年
（
五
七
九
）
冬
十
月
、
新
羅
国
か
ら
釈
迦
の
仏
像
が
贈

（

2
）
 

ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
年
記
冬
十
月
。
新
羅
国
献
一
一
送
仏
像
寸
太
子
令
一
一
皇
子
奏
一
目
。
西
国
聖
人
釈
迦
牟
尼
仏
遺
像
。
末
世
尊
レ
之
。
則
消
レ
禍
蒙
レ
福
。

蔑
レ
之
。
則
招
レ
災
縮
レ
寿
。
児
読
一
一
仏
経
↓
其
旨
微
妙
。
望
也
崇
一
一
貴
仏
像
↓
知
レ
説
修
行
。
天
皇
大
悦
。
一
安
置
供
養
。
刊
行
君
諸

右
の
『
伝
暦
』
を
核
と
し
て
、
文
保
本
系
『
聖
徳
太
子
伝
』
（
以
下
、
『
太
子
伝
』
）
は
、
太
子
八
歳
条
に
、
新
羅
国
の
大
王
か
ら
「
金

銅
釈
迦
三
尊
」
が
献
じ
ら
れ
た
と
記
す
。
こ
の
時
、
物
部
守
屋
は
贈
ら
れ
た
仏
像
を
崇
拝
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、

そ
の
ま
ま
宮
中
を

退
出
し
て
し
ま
う
。
以
降
、
『
太
子
伝
』
に
お
い
て
、
守
屋
は
仏
敵
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
太
子
は
、
釈
迦
如

来
お
よ
び
釈
迦
像
の
尊
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
人
々
に
説
く
。

・
：
猶
為
川
一
一
利
ヨ
滅
後
ノ
衆
生
↓
移
一
一
留
メ
御
身
ヲ
於
金
銅
ノ
聖
容
一
給
キ
。
而
一
一
知
来
滅
後
一
千
余
年
ノ
間
ハ
、
留
一
J

天
竺
一
一
代
一
J

生
身
ノ
如
来
一
一

施一
J

利
益
↓
給
ケ
リ
。
其
後
渡
一
J

震
旦
新
羅
国
一
一
四
百
余
才
也
。
阿
児
先
生
於
一
J

衡
山
一
一
－
奉
レ
崇
多
生
本
尊
也
。
如
レ
此
天
竺
震
旦
押
並
国

玉
大
臣
一
日
シ
テ
心
ヲ
所
レ
奉
－
一
崇
敬
、
ヴ
、
南
関
浮
提
第
一
ノ
霊
像
也
。
而
ル
ニ
今
得
ヨ
仏
法
東
漸
之
時
↓
、
照
一
一
臨
吾
朝
4

給
事
歎
喜
之
至
リ
、

何
事
ヵ
如
レ
之
恥
。
・
：
其
後
大
和
ノ
国
一
建
ヨ
大
伽
藍
↓
、
名
ヲ
冗
興
寺
斗
奉
守
安
一
一
置
彼
三
尊
↓
也
。
而
モ
太
子
御
入
滅
後
五
十
年
ノ
比
、
人

王
品
川
九
代
天
智
天
皇
御
宇
－
一
大
織
冠
之
嫡
男
淡
海
公
不
比
等
、
於
二
南
都
一
一
被
弓
建
一
一
立
興
福
寺
寸
之
時
、
奉
レ
迎
｝
一
元
興
寺
ノ
尺
迦
（
ヲ
）
三



尊
一
奉
レ
居
一
一
東
金
堂
ノ
正
面
ノ
本
尊
丈
六
金
銅
薬
師
如
来
之
御
前
4

給
ケ
レ
ハ
、
・
：
仏
法
最
初
ノ
尺
迦
像
ト
申
ハ
是
也
。

一
、
従
二
百
済
国
一
送
文
云
、
謹
東
海
州
奉
レ
渡
二
、
釈
迦
文
仏
三
尊
像
↓

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈抑J諒

夫
彼
仏
像
之
因
位
ヲ
尋
コ
ハ
月
支
4

者
、
中
天
竺
国
浄
飯
大
王
之
太
子
、
摩
耶
夫
人
之
所
生
也
。
：
・
随
類
応
同
之
利
生
己
－
一
尽
テ
、
告
コ
リ
双

林
之
入
滅
ヲ
於
人
天
－
一
以
後
、
為
三
滅
後
ノ
利
生
イ
生
身
ノ
二
伝
ヲ
所
レ
奉
ν
移
新
仏
之
像
也
。
天
竺
震
旦
之
利
益
歳
久
シ
、
而
モ
今
任
ヨ
東

土
利
生
之
仏
意
一
一
所
レ
奉
レ
渡
也
。
日
本
ノ
国
王
大
臣
、
何
以
テ
ヵ
不
一
一
信
敬
↓
哉
。

（

3）
 

（
醍
醐
寺
本
『
太
子
伝
』
八
歳
条
。
句
読
点
は
私
に
施
し
た
部
分
が
あ
る
。
）

釈
迦
は
、
滅
後
の
衆
生
に
利
益
を
施
す
た
め
、
自
ら
を
「
金
銅
の
聖
容
」
に
「
移
し
留
め
」
た
。
こ
の
金
銅
の
仏
像
は
、
釈
迦
滅
後

の
一
千
余
年
間
、
天
竺
で
「
生
身
の
加
来
（
H
釈
迦
こ
に
代
わ
っ
て
利
益
を
施
し
、
そ
の
後
、
震
日
一
・
新
羅
国
に
渡
っ
て
四
百
余
年
を

過
ご
し
た
。
聖
徳
太
子
は
、
こ
の
仏
像
は
「
阿
児
（
H
太
子
の
自
称
こ
が
前
生
に
お
い
て
崇
め
て
い
た
像
で
あ
る
と
し
て
、
自
身
と
の

深
い
因
縁
を
語
る
。
そ
し
て
、
「
南
関
浮
提
第
一
の
霊
像
」
が
、
今
ま
さ
に
仏
法
東
漸
の
時
を
得
て
本
朝
に
渡
来
し
た
こ
と
は
侯
倖
で
あ

る
と
説
き
、
天
皇
を
は
じ
め
宮
中
の
人
々
に
仏
像
を
拝
む
こ
と
を
納
得
さ
せ
た
。
こ
の
像
は
、
大
和
国
の
元
奥
寺
（
現
在
の
飛
鳥
寺
）

に
安
置
さ
れ
、
さ
ら
に
太
子
の
亡
後
に
は
、
南
都
に
建
立
さ
れ
た
奥
福
寺
の
東
金
堂
に
迎
え
ら
れ
た
。

こ
の
太
子
八
歳
条
の
内
容
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
羅
国
か
ら
贈
ら
れ
た
金
銅
釈
迦
（
三
尊
）
像
が
、
「
仏
法
最
初
の
尺
迦
像
」
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
天
竺
で
釈
迦
本
人
が
姿
を
留
め
た
と
す
る
文
脈
は
、
確
か
に
「
仏
法
最
初
」
と
い
う
主
張
と
矛
盾

し
な
い
。
し
か
し
、
『
太
子
伝
』
は
、
太
子
八
歳
条
に
最
初
の
釈
迦
像
に
つ
い
て
の
記
述
を
載
せ
る
一
方
で
、
太
子
二
十
四
歳
条
に
は
、

（

4｝
 

生
前
の
釈
迦
の
姿
を
優
填
王
が
模
刻
さ
せ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
栴
檀
像
語
を
引
用
す
る
。
つ
ま
り
、
『
太
子
伝
』
の
中
で
は
、
「
最
初
」
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に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
釈
迦
像
需
が
二
つ
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
太
子
八
歳
条
と
二
十
四
歳
条
の
関
係
を
考
察
す
る

た
め
に
、
次
節
で
は
太
子
二
十
四
歳
条
に
載
せ
ら
れ
る
持
檀
像
諦
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

太
子
二
十
四
歳
条
と
朗
詠
注
に
お
け
る
釈
迦
栴
檀
像
曹
の
展
開

太
子
二
十
四
歳
条
に
は
、
淡
路
島
に
赤
栴
檀
の
浮
木
が
漂
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
太
子
は
こ
れ
が
釈
迦
在
世
中
に
初
め
て

仏
像
が
造
ら
れ
た
時
に
用
い
ら
れ
た
霊
木
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
『
太
子
伝
」
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
栴
檀
像
謂
を
引
用
す
る
。

：
・
是
嵯
峨
釈
迦
ノ
御
事
也
。

A
昔
釈
迦
如
来
品
川
七
歳
ニ
シ
テ
為
一
一
獅
母
摩
耶
夫
人
ノ
報
思
一
上
一
一
伺
利
天
一

一
夏
九
句
之
間
説
法
、

摩
詞
摩
耶
経
是
也
0

・
：
於
中
子
填
王
殊
ニ
奉
恋
知
来
、
以
赤
栴
檀
刻
尊
像
欲
奉
拝
之
、
：
・
三
十
二
相
円
満
シ
テ
究
天
工
、
宛
如
生

身
ノ
如
来
也
0

・：
B
其
後
一
千
三
百
五
年
、
西
晋
ノ
代
、
西
天
ノ
鳩
摩
羅
攻
、
負
一
一
彼
栴
檀
ノ
仏
像
一
赴
一
一
震
旦
一
：
配
祉
胡
冶
C
此
ノ

像
為
一
一
漢
土
ノ
重
宝
一
王
臣
ノ
崇
礼
異
レ
他
、
是
ヲ
以
テ
本
朝
ノ
粛
然
法
師
入
唐
ノ
時
ニ
模
－
一
刻
此
像
一
波
－
一
日
域
一
也
、
今
ノ
嵯
峨
釈
迦

是
也
。

D
朗
詠
ニ
、
昔
、
ン
切
利
天
安
居
九
十
臼
、
刻
二
赤
栴
檀
一
而
模
一
一
尊
容
一
今
駿
提
河
滅
度
二
千
年
、
埜
一
一
紫
磨
金
一
而
礼
一
一
両

足
一
旦
、
此
ハ
正
暦
二
年
三
月
廿
八
日
一
一
、
仁
康
上
人
於
河
原
院
被
行
五
時
講
願
文
之
句
也
。
作
者
匡
衡
、
其
時
弾
正
弼
也
。
保
胤

入
道
至
此
句
不
堪
感
、
叩
匡
衡
ノ
背
云
ク
、
江
生
々
々
筆
コ
ソ
至
ニ
ケ
レ
ト
称
美
ス
ト
云
々
。

（
醍
醐
寺
本
「
太
子
伝
』
二
十
四
歳
条
。
句
読
点
は
私
に
施
し
た
部
分
が
あ
る
。
）

右
の
栴
檀
像
語
は
、

A
天
竺
で
の
優
填
王
造
像
語
、

B
西
域
亀
革
国
・
震
日
一
へ
の
伝
来
、

C
鳶
然
に
よ
る
本
朝
将
来
、

D

「
朗
詠
」

の
記
事
で
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
栴
檀
像
諌
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
、
『
増
一
阿
合
経
』
等
に
見
ら



れ
る
栴
檀
像
謂
の
梗
概
を
示
す
。

釈
迦
は
、
母
摩
耶
夫
人
の
恩
に
報
じ
る
た
め
、
夏
安
居
の
問
、
切
利
天
へ
昇
っ
て
説
法
を
お
こ
な
っ
た
。
地
上
に
お
け
る
釈
迦
の
不

在
を
嘆
い
た
優
填
王
は
、
毘
首
掲
摩
天
の
助
け
を
借
り
て
、
釈
迦
の
姿
を
模
刻
し
た
像
を
栴
檀
の
木
を
用
い
て
造
ら
せ
た
。
そ
の
後
、

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像」譜

切
利
天
か
ら
帰
還
し
た
釈
迦
を
地
上
で
出
迎
え
た
栴
檀
像
は
、
釈
迦
か
ら
滅
後
の
衆
生
を
託
さ
れ
る
。

以
上
が
仏
像
起
源
説
話
と
も
言
う
べ
き
栴
檀
像
諌
で
あ
る
が
、
天
佐
了
震
旦
に
か
け
て
、
こ
の
優
填
王
が
造
ら
せ
た
と
さ
れ
る
釈
迦

像
は
格
別
に
尊
崇
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
像
が
「
最
初
の
仏
像
」
と
さ
れ
、
在
世
中
の
釈
迦
の
真
容
を
留
め
て
い
る
と
い
う
至
上
の
価

（

5）
 

値
を
も
っ
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

本
朝
に
お
い
て
は
、
栴
檀
像
曹
は
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の
歳
起
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
清
涼
寺
釈
迦
像
は
、
渡
宋
し

た
東
大
寺
僧
粛
然
（
九
三
八
｜
一

O
二
ハ
）
が
、
伝
優
填
王
所
造
栴
檀
像
を
模
刻
し
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
本
朝
に
将
来
し
た
も
の

（

6
）
 

で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
『
優
填
王
所
造
栴
檀
釈
迦
瑞
像
歴
記
』
（
以
下
、
『
瑞
像
歴
記
』
）
に
詳
し
い
。
『
瑞
像
歴
記
』
に
は
、
栴
檀
像
の

造
立
に
関
す
る
諸
説
が
仏
典
等
か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
栴
檀
像
が
天
竺
か
ら
西
域
を
経
て
震
日
一
に
運
ば
れ
た
事
情
等
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
粛
然
に
随
行
し
た
弟
子
盛
算
が
書
写
し
て
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
り
、
粛
然
の
模
刻
の
経
緯
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
含
め
、
『
瑞
像
歴
記
」
は
、
後
に
清
涼
寺
釈
迦
像
謂
が
展
開
し
て
い
く
上
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
天
竺
・

震
日
一
の
栴
檀
像
揮
に
日
本
の
清
涼
寺
釈
迦
像
に
関
す
る
事
柄
が
加
わ
っ
て
、
持
檀
像
謂
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
栴
檀
像
謂
を
典
拠
と
し
た
詩
句
を
載
せ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
栴
檀
像
諌
の
展
開
に
お
い
て
一
つ
の
流
れ
を
生
じ
さ
せ
る

｛

7）
 

源
と
な
っ
た
。
『
太
子
伝
』
の
二
十
四
歳
条
が
引
く
栴
檀
像
謂
も
こ
の
系
譜
に
あ
る
。
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昔
切
利
天
安
居
九
十
日

刻
赤
栴
檀
而
模
尊
容

今
抜
提
河
滅
度
二
千
年

治
紫
磨
金
而
礼
両
足

仁
康
上
人
奉
造
丈
六
釈
迦
願
文

匡
衡

（
『
和
漢
朗
詠
集
」
巻
下
・
仏
事
）

右
の
詩
句
は
、
大
江
匡
衡
（
九
五
二
｜
一

O
一
二
）
に
よ
る
「
為
ニ
仁
康
上
人
一
修
二
五
時
講
一
願
文
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
了
四
一

O
）
を
典
拠
と
す
る
。
対
句
の
前
半
は
栴
檀
像
諌
を
題
材
と
し
、
後
半
は
仁
康
上
人
の
五
時
講
で
仏
像
が
供
養
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
こ
の
詩
句
を
対
象
と
し
た
朗
詠
注
は
次
第
に
展
開
し
て
い
く
。

件
句
、
後
中
書
王
殊
加
褒
誉
、
白
書
其
由
給
云
々
、
自
此
匡
衡
之
文
鼓
動
於
天
下
云
々

（
「
朗
詠
江
注
』
下
・
仏
事
・
六
O
五

い
わ
ゆ
る
『
朗
詠
江
注
」
は
、
匡
衡
の
子
孫
で
あ
る
大
江
匡
一
房
（
一

O
四一

l
一
一
一
一
）

が
注
を
施
し
た
も
の
で
、
匡
衡
の
文
を

後
中
書
王
す
な
わ
ち
具
平
親
王

（
九
六
四
｜
一

O
O九
）
が
殊
に
称
讃
し
た
と
す
る
。

一
方
、
同
じ
匡
房
に
よ
る
言
説
を
記
し
た
『
江

談
抄
』
に
も
、
こ
の
詩
句
に
対
す
る
注
が
見
え
る
が
、
『
江
注
』
と
は
記
述
が
異
な
る
。

此
旬
、
仁
康
上
人
①
入
唐
之
時
、
為
母
②
於
六
波
羅
密
寺
供
養
仏
経
之
願
文
也
。
講
鑑
参
会
貴
賎
済
々
罵
。
講
畢
、
集
会
人
皆
悉
令

散
之
問
、
保
胤
入
道
猶
留
、
到
俗
客
座
、
叩
匡
衡
背
云
、
弼
殿
筆
リ
ケ
リ
云
々
。
子
時
匡
衡
弾
正
弼
也
。
在
此
講
席
之
故
也
。
又
入

道
陳
云
、
依
如
是
不
出
文
場
也
。
見
此
句
作
骨
心
有
撃
縁
。
且
為
菩
提
之
妨
云
々
。

（
『
江
談
抄
』
第
六
・
一
五

「
江
談
抄
』
は
、
こ
の
句
に
つ
い
て
、
仁
康
上
人
が
①
「
入
唐
の
時
、
母
の
た
め
に
」
、
②
「
六
波
羅
密
寺
」
に
お
い
て
仏
経
を
供
養

し
た
際
の
願
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
典
拠
と
な
っ
た
『
本
朝
文
粋
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
五
時
講
」
の
際
の
願
文
で
あ



り
、
行
わ
れ
た
場
所
は
「
河
原
院
」
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
は
『
江
談
抄
』
の
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
匡
衡
の
願
文
を
称
讃
し
た
人

（

8）
 

物
は
、
「
保
胤
入
道
」
す
な
わ
ち
慶
滋
保
胤
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
部
誤
り
を
含
む
『
江
談
抄
』
の
記
述
は
、
『
本
朝
文
粋
』
に
お
い

て
、
栴
檀
像
需
を
典
拠
と
し
た
句
を
含
む
匡
衡
作
の
願
文
（
四
一

O
）
の
次
に
、
栴
檀
像
と
関
わ
り
の
深
い
粛
然
を
願
主
と
し
て
書
か

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像J諦

れ
た
保
胤
作
「
粛
然
上
人
入
唐
時
為
レ
母
修
レ
善
願
文
」
（
四
一
一
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
関
係
し
て
い
る
。
保
胤
作
の
願

文
は
、
粛
然
が
①
「
入
唐
の
時
、
母
の
た
め
に
」
、
②
「
六
波
羅
密
寺
」
で
法
会
を
行
っ
た
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
朗
詠
注
で
は
、
『
江
談
抄
』
に
記
さ
れ
た
「
内
記
入
道
保
胤
」
が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
成
立
の
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
や
平
安
末
期
成
立
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
註
抄
」
に
な
る
と
、
前

半
の
詩
句
の
注
と
し
て
、

そ
の
典
拠
と
な
っ
た
栴
檀
像
諒
一
が
加
え
ら
れ
る
。
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
で
は
、
『
江
談
抄
』
に
も
見
ら
れ
た
匡

衡
願
文
と
保
胤
願
文
の
混
同
を
反
映
し
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

仁
康
上
人
奉
レ
造
一
一
丈
六
ノ
釈
迦
願
文
。
江
匡
衡
。

A
釈
迦
知
来
為
レ
報
一
一
摩
耶
恩
昇
二
切
利
天
一
歴
一
一
九
十
日
ノ
間
↓
子
闇
国
ノ
王
恋
慕
シ
テ

費
一
天
工
一
一
、
以
一
一
赤
栴
檀
一
刻
一
一
如
来
ノ
像
↓
又
日
、
如
来
ノ
年
八
十
一
ニ
シ
テ
入
下
滅
シ
玉
フ
於
蹴
提
河
西
沙
羅
林
ノ
下
比
一
。

D
仁
康
上
人
造

顕
シ
テ
供
一
一
養
丈
六
釈
迦
像
↓
。
匡
衡
造
二
願
文
↓
内
記
入
道
寂
心
究
一
一
衆
・
中
一
一
聴
一
一
間
之
。
講
師
披
二
願
文
一
及
一
ニ
其
読
一
一
此
句
一
寂
心
上
人

跳
出
目
、
江
生
々
々
、
文
太
タ
飛
テ
羅
ニ
列
ス
介
甫
－
一
。
匡
衡
大
ュ
驚
云
々
。
〆

（
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
仏
事
・
四
二
五
）
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D
此
句
者
、
仁
康
上
人
入
唐
之
同
正
暦
二
年
三
月
廿
八
日
於
川
原
院
時
ハ
ハ
ラ
為
母
奉
造
金
色
丈
六
釈
迦
像
一
供
養
井
行
五
時
講

之
日
ノ
願
文
也
。
講
鑑
集
会
貴
賎
済
々
タ
リ
罵
。
導
師
読
之
、
作
者
在
座
。
保
胤
入
道
又
在
テ
聴
衆
中
て
読
此
句
↓
之
時
、
保
胤
入
道

サ

ヒ

ラ

νシ
ケ

ν

不
ス
献
感
歎
4

跳
リ
出
テ
、
叩
テ
匡
衡
背
↓
云
、
江
生
々
々
文
コ
ソ
左
飛
羅
礼
介
礼
。
匡
衡
大
鷲
タ
云
々
。

A
釈
迦
如
来
成
道
之
後
、
至
第
八
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年
一
一
一
為
メ
報
ヵ
母
ノ
恩
ヲ
、
生
年
品
川
七
之
夏
、
昇
テ
仰
利
天
一
説
玉
フ
摩
詞
摩
耶
経
↓
。
其
間
九
十
日
也
。
匁
時
一
一
子
填
王
恋
暮
シ
テ
以
テ
赤
栴

檀
一
欲
ス
刻
ト
如
来
像
イ
。
子
時
耽
首
掲
磨
化
作
シ
テ
人
形
一
一
来
下
モ
人
中
一
一
為
一
一
王
ノ
作
之
一
云
々
。
・
：
（
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
仏
事
・
三
八
五
）

鎌
倉
前
期
頃
成
立
と
さ
れ
る
「
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
（
以
下
、
永
済
注
）
に
な
る
と
、

さ
ら
に
西
域
亀
蕗
国
・
震
旦
へ
の
伝
来
と
、

粛
然
に
よ
る
本
朝
将
来
の
話
が
付
加
さ
れ
る
。

D
此
ハ
、

正
暦
二
年
三
月
廿
八
日
、
仁
康
上
人
、
河
原
院
ラ
ァ
、

五
時
講
ヲ
コ
ナ
ヒ
ケ
ル
願
文
ニ
カ
ケ
ル
ナ
リ
。
・
：
A
上
旬
ハ
、

尺
迦
如
来
、

生
年
舟
七
年
ノ
ト
シ
、
母
摩
耶
夫
人
ノ
恩
ヲ
報
セ
ム
ト
テ
、
切
利
天
ニ
ノ
ホ
リ
テ
、

一
夏
九
旬
ノ
ア
ヒ
夕
、
法
リ
ヲ

説
キ
給
ヒ
キ
0

・：

B
其
後
、

一
千
三
百
五
年
ヲ
ス
キ
テ
、
西
晋
／
代
ニ
ア
タ
リ
テ
、
西
天
ノ
党
士
、
鳩
摩
羅
瑛
此
一
一
ハ
云
童
寿
ト
人
、

カ
ノ
子
填
王
ノ
ッ
ク
リ
タ
マ
ヘ
ル
瑞
像
ヲ
、
オ
イ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
ハ
ル
カ
ニ
震
旦
ニ
オ
モ
ム
キ
ケ
リ
0

・
：
巳
上
瑞
像
記
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
。

C
此
像

ツ
ヒ
ニ
漢
土
ノ
宝
物
ト
シ
テ
、
粛
然
法
橋
、

入
唐
ノ
ト
キ
奉
拝
之
。
即
、
其
像
ヲ
ウ
ツ
シ
ッ
ク
リ
テ
、
此
朝
ニ
ワ
タ
ス
。

今
ノ
嵯
峨
ノ
尺
迦
、
是
也
。
・
：

（
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
四
二
二
）

B
の
末
尾
に
「
己
上
瑞
像
記
ニ
ミ
ヘ
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
永
済
注
」
の
記
事
は
『
瑞
像
歴
記
』
を
源
泉
と
す
る
。
ま
た
C
で
は
、

入
宋
し
た
葡
然
が
持
檀
像
を
模
刻
し
て
本
朝
に
将
来
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
永
済
注
』
で
は
、
栴
檀
像
謹
が
清
涼
寺
釈

迦
像
の
縁
起
へ
と
結
び
付
い
て
い
る
。
先
述
し
た
『
太
子
伝
』
二
十
四
歳
条
は
、
こ
の
『
永
済
注
』
を
典
拠
と
し
て
清
涼
寺
格
檀
像
語

を
載
せ
る
。
文
保
本
系
『
太
子
伝
』
の
中
で
も
、

日
光
山
輪
王
寺
本
は
『
永
済
注
』
の
本
文
に
近
く
、
構
成
も
同
じ
で
あ
る
が
、
醍
醐



寺
本
で
は
、
「
永
済
注
』
の
文
章
を
組
み
替
え
て
、

A
・
B
－

C
と
並
べ
、
最
後
に
『
朗
詠
集
』
の
詩
句
を
含
め
た
D
を
紹
介
す
る
と
い

う
時
間
軸
に
沿
っ
た
構
成
を
と
る
。
醍
醐
寺
本
の
こ
の
記
述
の
順
番
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
宝
物
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。

「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」
曹
の
仕
組
み

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像J麓

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
様
々
な
言
説
の
中
に
清
涼
寺
釈
迦
像
謂
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
『
宝

物
集
』
は
、
清
涼
寺
釈
迦
堂
を
物
語
の
舞
台
と
し
て
、
「
寺
僧
」
が
本
尊
の
由
来
を
語
る
と
い
う
設
定
で
栴
檀
像
謂
を
載
せ
る
。

：
・
粛
然
悦
て
移
し
奉
る
程
に
、
栴
檀
の
仏
、
夢
中
に
粛
然
に
告
て
の
た
ま
は
く
「
我
東
土
の
衆
生
を
利
益
す
べ
き
願
あ
り
。
我
を

渡
す
べ
し
」
と
仰
ら
れ
け
れ
ば
、
鳶
然
心
付
て
、
あ
た
ら
し
く
造
り
参
ら
せ
た
る
仏
を
、
煙
に
て
ふ
す
べ
ま
い
ら
せ
て
、
栴
檀
の

仏
に
取
か
へ
奉
り
て
、
渡
し
ま
い
ら
せ
た
る
」
と
ぞ
申
た
め
る
。
さ
て
は
二
伝
の
仏
に
こ
そ
お
は
し
ま
す
な
れ
。
．

伝
記
に
、
大
江
正
衡
が
、
河
原
の
院
｛
光
長
寺
本
土
ハ
波
羅
寺
」
・
身
延
抜
書
本
「
六
波
羅
蜜
寺
」
）
に
て
、

刻
赤
持
檀
而
模
尊
容

今
抜
提
河
滅
度
二
千
年

治
紫
磨
金
而
礼
両
足

昔
切
利
天
安
居
九
十
日

と
書
も
、
此
御
仏
の
こ
と
ぞ
か
し
と
思
ひ
出
ら
れ
て
哀
な
り
。
内
記
上
人
の
ほ
め
け
る
も
理
に
ぞ
侍
る
。

（
第
二
種
七
巻
本
系
吉
川
本
『
宝
物
集
』
）

『
宝
物
集
』
は
、
栴
檀
像
揮
を
天
竺
か
ら
始
め
、
震
臼
了
本
朝
へ
と
展
開
す
る
。
こ
の
『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
謂
に
つ
い
て
は
、
先

（

9）
 

行
研
究
に
お
い
て
宮
田
寿
栄
氏
や
中
島
秀
典
氏
が
、

そ
の
内
容
を
分
割
し
、
各
部
の
典
拠
・
要
素
を
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
両
氏

27 

と
も
、
『
宝
物
集
』
の
記
述
の
背
景
に
、
朗
詠
注
や
太
子
伝
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
宝
物
集
」
の
伝
本
間
で
「
河
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原
院
」
と
「
六
波
羅
（
蜜
）
寺
」
と
い
う
異
同
が
あ
る
の
も
、
朗
詠
注
に
お
け
る
混
同
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
『
宝
物
集
』
が
直

接
典
拠
に
し
た
資
料
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
確
実
に
『
宝
物
集
』
以
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
私
注
」
『
和
漢
朗

詠
註
抄
』
で
は
、
未
だ
見
ら
れ
な
か
っ
た
要
素
が
『
宝
物
集
』
の
清
涼
寺
釈
迦
像
諦
に
は
現
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
『
宝
物
集
』
と
、
「
永

済
注
』
お
よ
び
そ
れ
を
典
拠
と
す
る
『
太
子
伝
』
二
十
四
歳
条
で
は
、
内
容
的
に
最
も
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。
『
永
済
注
』
の
内
容
は
、

『
瑞
像
歴
記
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
粛
然
が
栴
檀
像
を
模
刻
し
て
本
朝
に
持
ち
帰
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
『
宝
物
集
』
に
お

（叩）

い
て
は
、
鳶
然
が
持
檀
像
と
そ
の
模
刻
像
を
取
り
替
え
て
、
栴
檀
像
そ
の
も
の
を
将
来
し
た
と
い
う
文
脈
に
な
る
の
で
あ
る
。
清
涼
寺

の
釈
迦
像
が
栴
檀
像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
記
す
『
宝
物
集
』
は
、
栴
檀
像
需
の
展
開
上
、
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
、

そ
の
言
説
は

中
世
に
於
い
て
広
く
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
『
宝
物
集
』
は
、
「
さ
て
は
二
伝
の
仏
に
こ
そ
お
は
し
ま
す
な
れ
」
と
「
語
り
手
」
の
感
想
を
述
べ
る
。
こ
の
「
二
伝
」
と
い

（日）

う
語
葉
に
関
し
て
は
、
以
前
拙
稿
で
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
「
二
伝
」
と
は
、
生
身
の
釈
迦
を
「
一

（
初
こ
と
見
な
し
、

そ
の

姿
を
写
し
た
栴
檀
像
を
「
一
こ
と
数
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
二
伝
」
は
栴
檀
像
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
「
二
伝
」
と
い
う
語
は
、
『
宝
物
集
」
以
降
、
栴
檀
像
そ
の
も
の
と
い
う
主
張
と
一
体
と
な
り
、
清
涼
寺
釈
迦

栴
檀
像
に
関
す
る
言
説
で
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
『
太
子
伝
』
に
再
び
戻
っ
て
み
る
と
、
太
子
二
十
四
歳
条
に
記
さ
れ
る
清

涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
請
は
、
『
永
済
注
』
の
記
事
と
同
様
、
粛
然
が
将
来
し
た
の
は
栴
檀
像
の
模
刻
像
で
あ
っ
た
と
す
る
説
を
載
せ
る
。
そ

の
た
め
、
当
然
な
が
ら
こ
の
将
来
像
は
「
二
伝
」
と
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
太
子
八
歳
条
で
は

①
猶
滅
後
の
衆
生
を
利
せ
む
が
為
に
、
御
身
（
H
釈
迦
）
を
金
銅
の
聖
容
に
移
し
留
め
給
き
。



と
あ
り
、
八
歳
条
の
釈
迦
像
が
、
天
竺
に
お
い
て
生
身
の
釈
迦
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
そ
し
て
、
『
太
子
伝
』
は
こ
の
像

が
「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、

八
歳
条
で
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

②
滅
後
の
利
生
の
為
に
、

生
身
の
二
伝
を
移
し
奉
る
所
の
新
仏
の
像
な
り
。

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像」誇

①
で
は
釈
迦
本
人
の
姿
を
「
金
銅
の
聖
容
」
に
移
し
留
め
た
と
あ
り
、
②
は
「
生
身
の
二
伝
」
を
「
新
仏
の
像
」
に
移
し
た
と
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
文
は
同
内
容
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
二
伝
」
と
は
、
本
来
、
清
涼
寺
釈
迦
持
檀
像
に
特
有
の
語
葉
で
あ
っ
た
。

太
子
八
歳
条
に
描
か
れ
る
金
銅
釈
迦
像
縁
起
の
内
容
は
、
栴
檀
像
語
の
文
脈
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
全
く
異
な
る
釈

迦
像
に
対
し
て
も
「
二
伝
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
に
見
た
『
太
子
伝
』

の
記
述
は
、
清
涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
請
の
「
二
伝
」

と
い
、
フ
語
具
案
が
、

し
か
る
べ
く
理
解
さ
れ
、
定
着
し
、
他
の
仏
像
に
対
し
て
応
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
文
保
本
『
聖
徳
太
子
伝
』
八
歳
条
の
記
事
に
は
、
続
け
て
補
足
的
な
話
が
二
つ
付
さ
れ
て
い
る
。

一
、
我
朝
関
開
始
天
照
大
神
御
本
地
事

夕
方
マ
ヵ
、
ラ

恭
モ
大
神
宮
、
於
ヨ
高
天
原
一
一
三
面
ノ
銅
ノ
鏡
一
一
移
一
J

留
メ
我
本
地
ノ
御
体
↓
、
令
げ
ン
ト
知
一
一
末
代
氏
人
一
一
ト
思
食
シ
、
白
御
体
ヲ
移
コ
留
メ
銅
ノ

ナ

ケ

イ

レ

鏡
一
一
絵
ニ
、
神
ノ
態
ニ
テ
マ
シ
／
t
＼
ケ
レ
ト
モ
、
思
様
ニ
移
セ
給
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
第
一
番
ノ
御
正
体
ノ
御
鏡
ヲ
ハ
、
投
ニ
入
紀
伊
ノ
国

吉
野
河
－
一
給
ケ
ル
ヲ
、
・
：
第
三
番
一
一
思
様
顕
給
。
御
正
体
ハ
百
王
一
百
代
ノ
御
重
宝
、
内
裏
ノ
温
明
殿
ニ
御
ス
。
内
侍
所
ノ
御
鏡
是
也
。

抑
相
一
一
叶
ヒ
天
照
大
神
御
意
一
一
給
へ
ル
、
内
侍
所
ノ
御
鏡
面
顕
給
フ
真
実
ノ
御
正
体
ト
申
ハ
、
聖
徳
太
子
御
本
地
救
世
観
音
ノ
御
体
也
。
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一
つ
目
は
、
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
内
侍
所
の
鏡
の
由
来
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
天
照
大
神
は
三
面
の
銅
鏡
に
「
我
本
地
御
体
」
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を
「
移
し
留
め
」
ょ
う
と
し
た
。
最
初
の
二
つ
は
思
い
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
第
三
番
の
鏡
は
意
に
叶
う
も
の
が
で
き
た
。
こ
れ

が
内
侍
所
の
鏡
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
鏡
の
御
正
体
が
、
（
天
照
大
神
と
）
聖
徳
太
子
の
本
地
で
あ
る
救
世
観
音
で
あ
る
と
比
定
さ
れ

（ロ）

て
い
る
。
渡
謹
信
和
氏
は
、
本
話
が
太
子
伝
に
お
い
て
八
歳
条
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
示
さ
れ
、
「
む
し
ろ
太
子
十
歳
条
の

な
か
に
、
敏
達
天
皇
が
皇
居
を
捨
て
て
、
鳳
輩
に
乗
り
、
内
侍
所
の
鏡
と
共
に
稲
淵
山
に
逃
れ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
の
後

に
載
せ
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
太
子
八
歳
条
で
内
侍
所
の
鏡
の
話
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
一
見

不
審
に
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
八
歳
条
の
本
文
と
こ
の
話
は
決
し
て
共
通
点
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
太
子
八
歳
条
は
生
身
の
釈
迦
が
栴
檀
像
に
自
ら
を
「
移
し
留
め
」
た
話
で
あ
り
、
内
侍
所
の
鏡
の
話
は
天
照
大
神
が
自
ら

を
銅
鏡
に
「
移
し
留
め
」
ょ
う
と
し
た
話
で
あ
っ
た
。
内
侍
所
の
鏡
の
由
来
語
が
太
子
八
歳
条
に
付
さ
れ
た
理
由
に
は
、
そ
の
よ
う
な

文
脈
上
の
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
二
つ
目
は
、
太
子
八
歳
条
の
釈
迦
像
の
後
日
談
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

て
仏
法
最
初
尺
迦
像
事

治
承
四
年
ノ
冬
ノ
比
、
依
一
J

平
家
ノ
悪
逆
－
一
、
南
都
東
大
寺
・
興
福
寺
・
諸
堂
諸
院
忽
炎
上
ス
O

職
伽
唯
識
ノ
法
門
モ
悉
皆
焼
払
へ
り
、
金
銅

十
六
丈
ノ
庫
遮
那
仏
ヲ
始
ト
シ
テ
、
数
千
万
体
ノ
仏
菩
薩
ノ
像
一
時
成
コ
灰
艦
↓
給
シ
時
モ
、
此
仏
像
ハ
一
間
浮
提
ノ
霊
仏
ニ
テ
御
ケ
レ

ハ
、
更
焼
セ
玉
ハ
ス
、
多
百
由
旬
虚
空
ニ
燃
上
ケ
ル
猛
火
ノ
中
ヨ
リ
、
放
ヨ
金
色
ノ
光
寸
自
飛
出
給
ケ
ル
也
。
仏
法
破
滅
ノ
一
悲
ノ
中
ニ
モ

貴
ケ
ル
也
。
サ
レ
ハ
平
家
一
期
ノ
盛
哀
ノ
有
様
物
書
語
ェ
伝
テ
侍
ニ
モ
此
仏
ノ
御
事
ヲ
書
也
。
抑
興
福
寺
ハ
大
織
冠
ノ
御
息
淡
海
公
ノ
御

願
、
藤
原
氏
累
代
ノ
氏
寺
也
。
東
金
堂
ハ
仏
法
最
初
ノ
尺
迦
像
、
西
金
一
堂
ハ
自
然
涌
出
観
世
音
ト
書
連
侍
ル
ハ
、
即
聖
徳
太
子
八
才
ノ
御



時
、
始
テ
徒
二
新
羅
国
一
渡
玉
ケ
ル
尺
迦
像
是
也
。

波
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
は
『
平
家
物
語
』
を
典
拠
と
し
た
文
を
載
せ
て
い
る
。
諸
本
の
中
で
は
覚
一
本
系
本
文
が
近
い
。

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像J謂

：
・
興
福
寺
は
淡
海
公
の
御
願
、
藤
氏
累
代
の
寺
也
。
東
金
堂
に
お
は
し
ま
す
仏
法
最
初
の
釈
迦
の
像
、
西
金
堂
に
お
は
し
ま
す
白

、
然
涌
出
の
観
世
音
、
瑠
璃
を
並
べ
し
四
面
の
廊
、
朱
丹
を
ま
じ
へ
し
二
階
の
楼
、
九
輪
そ
ら
に
か
、
や
き
し
二
基
の
塔
、

た
ち
ま

ち
に
煙
と
成
こ
そ
か
な
し
け
れ
。

（
『
平
家
物
語
』
巻
五
・
南
都
炎
上

興
福
寺
の
仏
像
を
め
ぐ
る
資
料
に
は
、
東
金
堂
の
釈
迦
像
を
「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」
と
し
た
も
の
が
散
見
す
る
。
そ
の
中
に
は
「
百

済
」
や
「
欽
明
天
皇
」
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
も
の
も
見
え
る
が

（
『
七
大
寺
日
記
」
等
）
、
こ
れ
は
仏
法
伝
来
の
時
期
と
重
ね
て
「
仏
法

最
初
」
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
文
保
本
系
『
太
子
伝
』
の
叡
山
文
庫
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
叡
山
文
庫
本
は
、
宮
田
氏
・
中
島
氏
の
御
論

考
で
も
、
太
子
伝
と
『
宝
物
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
際
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
写
本
で
あ
る
。
そ
れ
は
叡
山
文
庫
本
が

『
宝
物
集
』
と
同
じ
く
本
仏
説
を
採
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
叡
山
文
庫
本
は
、
清
涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
謂
を
太
子
二
十
四
歳
条
で
は
な

く
八
歳
条
に
載
せ
て
い
る
。
『
太
子
伝
』
内
部
で
は
、
清
涼
寺
の
釈
迦
像
が
栴
檀
像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
文
脈
上
太
子
八
歳
条

の
内
容
と
衝
突
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
叡
山
文
庫
本
は
、
本
仏
説
を
掲
げ
る
栴
檀
像
謂
を
採
用
し
、

そ
の
眼

目
で
あ
る
「
仏
法
最
初
の
仏
像
」
と
い
う
点
に
引
か
れ
た
た
め
に
、
栴
檀
像
謂
を
太
子
八
歳
条
へ
と
組
み
替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
太
子
八
歳
条
の
釈
迦
像
は
、
他
の
仏
像
の
由
来
語
と
交
差
し
な
が
ら
、

そ
の
起
源
が
語
ら
れ
た
。
正
和
三
年
（
一
三
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一
四
）
成
立
の
法
空
撰
「
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
に
見
ら
れ
る
太
子
八
歳
条
の
注
で
は
、
「
伝
暦
』

の
本
文
「
末
世
尊
レ
之
消
レ
禍

蒙
レ
福
事
」
に
対
し
て
、
「
於
二
三
道
宝
階
一
生
身
先
譲
－
一
檀
像
↓
汝
於
二
来
世
一
広
作
一
一
仏
事
↓
云
云
」
と
あ
り
、
釈
迦
が
栴
檀
像
に
先
を
譲
つ

た
話
が
引
か
れ
て
い
る
。
栴
檀
像
謂
が
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
の
由
来
を
語
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
以
上
、
他
の
仏
像
は
「
本
朝

最
初
の
像
」
以
上
の
権
威
付
け
を
お
こ
な
う
こ
と
は
本
来
は
不
可
能
な
は
ず
で
あ
っ
た
。
『
永
済
注
」
を
典
拠
と
し
た
『
太
子
伝
」
は
、

清
涼
寺
釈
迦
持
檀
像
曹
に
お
い
て
、
栴
檀
像
の
尊
さ
を
認
め
つ
つ
も
、
粛
然
が
将
来
し
た
像
が
栴
檀
像
そ
の
も
の
で
は
な
く

そ
の
模

刻
で
あ
る
と
す
る
記
述
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

一
方
の
太
子
八
歳
条
の
釈
迦
像
は
、

天
竺
由
来
と
い
う
価
値
を
単
独
で
有

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
太
子
伝
』
十
三
歳
条
に
は
、
太
子
が
初
め
て
建
立
し
た
興
厳
寺
に
、
善
光
寺
阿
弥
陀
如
来
像
と
、

八
歳
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
新
羅
固
か
ら
献
ぜ
ら
れ
た
金
銅
釈
迦
三
尊
が
、
仏
宝
と
し
て
安
置
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二

つ
が
並
べ
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
は
小
さ
く
な
い
。
ど
ち
ら
も
最
初
の
阿
弥
陀
像
・
釈
迦
像
と
さ
れ
、
天
竺
を
起
源
と
す
る
と
さ

（日）

れ
る
仏
像
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
最
初
の
像
」
で
あ
る
と
す
る
主
張
に
は
、
仏
法
史
あ
る
い
は
本
朝
仏
法
史
の
「
始
発
」
と
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

太
子
八
歳
条
に
記
さ
れ
る
釈
迦
像
は
、
遥
か
天
竺
に
起
源
を
も
っ
仏
法
最
初
の
像
で
あ
り
、

か
っ
、
太
子
の
前
世
か
ら
関
係
の
あ
る
像

と
さ
れ
た
。
『
太
子
伝
』
は
、
太
子
自
身
を
「
和
国
の
教
主
」
と
し
て
本
朝
仏
法
史
に
お
け
る
始
発
的
な
存
在
と
位
置
づ
け
る
の
と
同
時

に
、
釈
迦
像
の
価
値
を
も
高
め
よ
う
と

L
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
太
子
伝
』
八
歳
条
に
見
え
る
「
仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」
を
め
ぐ
る
記
事
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
を
考
察
し
た
。
中
世
の
合



利
信
仰
が
生
身
の
釈
迦
に
限
り
な
く
近
い
も
の

（
或
い
は
同
体
）
を
対
象
と
し
た
信
何
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

生
身
の
釈
迦
の
姿
を
写
し

た
（
移
し
た
）
と
さ
れ
る
栴
檀
像
は
、
仏
像
の
中
で
も
格
別
の
価
値
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
語
る
文
脈
、

お
よ
び
『
宝
物

朗詠注と太子伝における「仏法最初の釈迦像j語

集
』
に
見
ら
れ
た
「
二
伝
」
と
い
う
語
葉
は
、
や
が
て
『
太
子
伝
』
八
歳
条
に
お
い
て
、
栴
檀
像
で
は
な
い
、
別
の
金
銅
釈
迦
（
三
尊
）

像
に
応
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
像
の
由
来
欝
は
、
あ
る
時
は
仏
法
史
の
中
で
住
置
づ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
仏
法
の
象

徴
的
聖
者
と
関
係
し
、
時
に
寺
院
の
歴
史
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、
語
ら
れ
て
い
く
。
本
稿
で
対
象
と
し
た
の
は
ご
く
小
さ
な
範
囲
に
す

ぎ
な
い
が
、
中
世
に
お
い
て
生
じ
た
仏
像
の
起
源
を
め
ぐ
る
言
説
に
つ
い
て
一
つ
の
考
察
を
試
み
た
。
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主
（1
）
拙
稿
「
清
涼
寺
の
噌
｜
｜
『
宝
物
集
』
釈
迦
栴
檀
像
需
を
起
点
と
し
て
｜
｜
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
一
二
八
、
二
O
O三
年
六
月
三

（2
）
『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
八
年
条
で
は
、
「
冬
十
月
、
新
羅
遺
一
一
根
叱
政
奈
末
一
進
レ
調
、
弁
送
一
一
仏
像
ご
と
あ
り
、
送
ら
れ
た
「
仏
像
」

に
つ
い
て
釈
迦
像
で
あ
る
と
は
明
記
L
て
い
な
い
。

（3
）
藤
原
猶
雪
編
『
聖
徳
太
子
全
集
』
第
二
巻
（
復
刻
版
）
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
八
年
。
初
版
は
一
九
四
四
年
。
現
在
翻
刻
・
刊
行
さ
れ

て
い
る
醍
醐
寺
蔵
本
を
使
用
し
た
。
日
光
山
輪
王
寺
蔵
本
も
ほ
ぼ
同
内
容
。

（4
）
叡
山
文
庫
蔵
『
太
子
伝
』
は
八
歳
条
に
引
用
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
牧
野
和
夫
「
中
世
の
太
子
伝
を
通
し
て
見
た
一
、
二
の
問
題

（2
）
」
（
『
中
世
の
説
話
と
学
問
』
和
泉
書
院
、
，
一
九
九
一
年
。
初
出
は
『
東
横
国
文
学
』
一
四
、
一
九
八
二
年
三
月
）
参
照
。

（5
）
高
田
修
『
仏
像
の
誕
生
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
。

（6
）
平
林
盛
得
「
〈
資
料
紹
介
v
優
填
王
所
造
栴
檀
釈
迦
瑞
像
歴
記
｜
｜
附
西
郊
清
涼
寺
瑞
像
流
記

i
l」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
二
五
、
一
九

七
四
年
三
月
）

（7
）
｛
呂
田
寿
栄
「
説
話
の
流
伝
｜
｜
清
涼
寺
釈
迦
像
縁
起
請
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
仏
教
文
学
』
一

O
、
一
九
八
六
年
三
月
）
。

中
島
秀
典
「
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦
像
縁
起
請
の
考
察
ー
ー
そ
の
本
仏
説
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
緑
岡
詞
林
』
一

O
、
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一
九
八
六
年
四
月
三

両
論
文
は
、
『
宝
物
集
』
の
清
涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
請
を
中
心
に
考
察
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
朗
詠
注
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（8
）
こ
の
『
江
談
抄
』
の
記
事
は
、
次
に
挙
げ
る
別
の
詩
句
に
対
す
る
『
朗
詠
江
注
』
（
下
・
仏
事
・
六
一

O
）
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

以
仏
神
通
争
酌
尽
経
僧
紙
劫
欲
朝
宗
肌
諸
深
如
海

酌
町
為
朝
対
局
此
字
様
講
時
、
保
胤
入
道
在
座
見
此
後
、
被
陳
目
、
依
如
是
不
去
文
場
也
、
見
此
句
作
骨
心
有
機
苧
縁
、
且
為
菩
提
之
妨

云
々
。

『
江
談
抄
』
と
『
朗
詠
江
注
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
「
江
談
抄
と
朗
詠
江
注
」
（
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
和
泉

書
院
、
一
九
八
七
年
。
初
出
は
『
国
語
国
文
』
五
一
・
四
、
一
九
八
二
年
四
月
）
参
照
。

（9
）
注
（
7
）
の
両
論
文
参
照
。

（
日
）
朗
詠
注
で
も
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
和
談
紗
』
や
国
会
図
書
館
蔵
『
和
漢
朗
詠
注
』
に
な
る
と
、
夢
告
に
よ
っ
て
粛
然
が
像

を
取
り
替
え
た
と
い
う
内
容
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
日
）
注
（
1
）
の
拙
稿
参
照
。

（
ロ
）
渡
港
信
和
「
覚
什
『
聖
徳
太
子
伝
記
』
翻
刻
並
び
に
釈
文
（
一
）
」
（
『
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
一
、
一
九
八
九
年
十
二

月）

（
日
）
荒
木
浩
「
仏
法
初
伝
と
太
子
伝

1
1
今
昔
物
語
集
本
朝
部
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
二
九
、
一
九
九
四
年
六
月
）

に
よ
れ
ば
、
「
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
聖
徳
太
子
を
本
朝
の
仏
法
の
始
発
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
清
涼
寺
釈
迦
像
や
善
光
寺
阿
弥

陀
像
に
関
す
る
記
述
が
敢
え
て
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『
太
子
伝
』
に
お
い
て
は
逆
の
現
象
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
二
伝
」
と
い

う
語
が
、
本
来
用
い
ら
れ
る
は
ず
の
清
涼
寺
釈
迦
像
に
対
し
て
で
は
な
く
、
聖
徳
太
子
に
ま
つ
わ
る
釈
迦
像
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
関
し
て
は
、
類
似
し
た
原
理
が
働
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。



使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
（
注
で
示
し
た
も
の
は
省
く
。
）

『
本
朝
文
粋
』
『
江
談
抄
』
『
宝
物
集
』
『
平
家
物
語
』
・
：
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
。
朗
詠
注
：
・
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
編
『
和

漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
大
学
堂
書
店
、
第
一
巻
（
一
九
九
七
年
）
第
二
巻
上
下
（
一
九
九
四
年
）
第
三
巻
（
一
九
八
九
年
）
。
『
聖
徳
太
子

伝
暦
』
・
：
大
日
本
仏
教
全
書
。

朗詠i主と太子伝における「仏法最初の釈迦像J誇

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY 

The Tales of the First Image of the Buddha in the Medieval 

Annotated Editions of Roei-chii and Shδtokut，αishi-den 
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Mayumi NAKAGAWA 

In this paper I will consider how stories about the first image of 

the Buddha were developed in medieval annotated editions. 

Shotokutaishi-den is an annotated edition of Shotokutaishi-denryaku, 

a chronological record of Shδtokutaishi. Shotokutaishi-den has ‘two’ 
tales about the first image of Buddha. The article concerning Shotoku-
taishi at age 8 notes that the image of Sakyamuni, which the king of 

Silla presented to Japan at出attime, was the first image created in 

the world. The account of Shδtokutaishi’s 24th year, on the other hand, 

incorporates another better known story: The first image of Sakyamuni 

carved in sandalwood was said to have been made by King Udayana 
in ancient India, and especially worshiped 'as a visual image of the his-

torical Buddha during his own lifetime. Later it was brought to China, 

and its replica made and introduced to Japan by Chδnen (938-1016), a 

priest of Todai-ji, and enshrined as the principal image in Seiryo-ji. 

The account of Shδtokutaishi’s 24白 yearwas based on Eisai-chu, 

one of the many Rσei-chu, which are annotated editions of Wakan-

rσei-shu. Hiσ伽tsu-shu,a collection of Buddhist Tales, also contains the 

King Udayana version. However, it differs greatly from others in that 

the statue brought by Chδnen is noted as not a new replica made in 

China but the very statue made by King Udayana. Hiσbutsu-shu calls 

the statue “ni-den”or first copy. This term is also used in the account 
of Shδtokutaishi's 8th year in Shotokutaishi-den, which, as I aim to dem-

onstrate, tried to make textually compatible the two different origins 

stories while giving primacy to the one recorded in the 8th year ac-

count. Furthermore, the story in this account was used as the origin of 

a Sakyamuni triad at the East Golden Hall of kδfuku-ji. I hope to 

make clear the process by which the more elaborate and manifold 

variations of the tale were created in medieval Japan. 

キーワード：朗詠注 『聖徳太子伝J『宝物集』 「二伝」


